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プレスリリース 

2016年2月24日 

 

報道関係各位 

 

AutoForm Hydro 2016 – チューブ・ハイドロフォーミングにおける 

スプリングバック見込み補正 

 

プレス成形業界向けのソフトウェア・ソリューションの世界有数のサプライヤである AutoForm 

Engineering GmbH（本社：スイス）の日本法人、オートフォームジャパン株式会社（東京都港区、代表取

締役：マルコ A. クリベリ）は、最新のソフトウエアである AutoForm Hydro 2016 を発表しました。この

AutoForm Hydro 最新バージョンは、斬新なスプリングバック見込み補正機能をはじめ、多くの機能が

大幅に強化されています。 AutoForm Hydro 2016 は正確なスプリングバックのシミュレーション結果に

基づき、曲げおよびハイドロフォーミング工程後の効率的なスプリングバック見込み補正を可能にしま

す。 

 

AutoForm Hydro は、チューブ・ハイドロフォーミング工程の金型設計およびその工程のシミュレーショ

ンの迅速な実行を可能にする、AutoForm 最新鋭のソリューションです。最新のソフトウェア・バージョン

となる AutoForm Hydro 2016 は、新機能や大幅に強化された機能を実装しています。最も重要な機能

が、曲げおよびハイドローフォーミング工程のスプリングバック見込み補正です。 

曲げの見込み補正は、金型形状を変更せずに、反対方向のスプリングバックの同じ値と工程パラメー

タの見込み補正を使い、新しい曲げラインを作成することで実行します。ハイドロフォーミングの見込み

補正は、ハイドロフォーミング工程のスプリングバックと、移動、ねじれ、クラウニングなどのすべてのス

プリングバック・モードを考慮します。金型形状は自動更新され、見込み補正済みの金型となり、簡単

にエクスポートができます。スプリングバックの根本的な原因を特定および解析することで、最も効果

的な見込み補正の方案を比較的容易に定義することができます。 

この斬新で他に類をみないチューブ・ハイドロフォーミングのこの機能の他に、AutoForm Hydro 2016

では、曲げおよびハイドロフォーミング工程の荷重制御軸ツール、曲げ工程前の適切な位置決め、上

型や下型のフィレット半径作成、そして体積制御のハイドロフォーミングなど、工程説明や金型設計の

機能も強化されています。ハイドロフォーミング工程全体をより深く理解および検証することで、開発時

間の短縮や金型、材料および生産のコストの削減が実現できます。 

当社の Corporate Marketing Director、Dr. Markus Thomma のコメントです。「ユーザーのみなさまには

AutoForm Hydro 2016 をお使いいただくことで、チューブ・ハイドロフォーミングにおける新たなレベル

の競争力を実感していただけることでしょう。今日の市場では、唯一、このソフトウェアのみ、チューブ・

ハイドロフォーミングにおけるスプリングバック見込み補正ができます。すでに工程設計段階において、

フィージビリティやスプリングバック計算および見込み補正を実行できるため、CAD 段階におけるコスト

高な再設計の削減や、金型の製作やトライアウトの大幅な時間削減につながります。AutoForm Hydro 

2016 によって、部品設計者、工程設計者、それに金型製作者は、部品の精緻化、部品の高い品質要

件、新材料の導入、リードタイムの短縮やコストの圧縮など、高まり続ける要求に、適切に対応できま

す。」 
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AutoForm Engineering GmbH について 

AutoForm は、金型設計およびプレス成形業界のプロセス・チェーン全体にわたるソリューションを提供していま

す。業界に精通した社員 300 名を擁し、製品の製造、工具・原料費計算、ダイ・フェース設計、バーチャル・プロセ

ス最適化に特化したソフトウェアのリーディング・カンパニーとして高く評価されています。大手自動車メーカー20

社やほぼすべての関連企業が、AutoForm を利用しています。 スイスのチューリッヒを本拠として、その拠点網は

ドイツ、オランダ、フランス、スペイン、イタリア、アメリカ、メキシコ、ブラジル、インド、中国、日本、韓国に広がって

います。こ の他 15 カ国以上に代 理店を設けています。詳しくは弊社ウェブサ イトをご覧ください。

www.autoform.com 
 
 
このリリースに関するお問い合わせ、データのリクエスト先は: オートフォームジャパン株式会社 

ビジネス･ディベロップメント 藤川 敏弘 電話： 03-6459-0881 E メール：info@autoform.jp 

高解像度の画像データが必要な方はお問い合わせください。 
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曲げ工程のスプリングバック見込み補正 

 

 

 

ハイドロフォーミング工程のスプリングバック見込み補正 

 

 
高解像度の画像データが必要な場合はお問い合わせください。 


